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で使えるというふうな仕組みさえつくれば、今

の施設を使うという意味では非常に理想的な形

になると考えています。 

○蒲生光男委員長 12番、五十嵐智洋委員。 

○１２番 五十嵐智洋委員 大変前向きな答弁い

ただきまして、ありがとうございます。 

 山形工科短期大学校も、学生さんですから、

体育館は必要ですので、有効に使えると思いま

すね。例えば土日は一般市民が有効に使って、

学生さんは平日使うと。ですから、このタウン

センターの問題を契機にして、いろんな発想が

できるかと思います。私が言った市役所機能と

いうのもそうですし、いろんな将来を見据えて、

ぜひそういったことでご検討いただきたいと思

います。やはりせっかく予算をつけていろんな

検討をするわけですから、柔軟な発想で、何回

も繰り返しになりますけども、空きビル対策の

成功例に、どんな形でもいいですから、まず執

念を持ってやっていただいて、視察、交流人口

をふやす。来年４月オープン予定の観光交流セ

ンターにも波及があるようにぜひお願いして、

質問を終わります。ありがとうございました。 
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○蒲生光男委員長 次に、順位４番、議席番号11

番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 先ほど昼のニュースで

イギリスのＥＵ離脱が国民投票で決まったとい

うふうなニュースが流れ、日本のみならず、世

界中の今後の経済状態なりの影響が心配される

わけで、日本においても少子、さらには高齢化

の対応を含めて、いろいろ課題が大きいさなか

であります。 

 通告しております１番目の公立置賜長井病院

整備等調査事業についても、本市についても高

齢化のさなかでの医療体制、長期にわたる今後

の健康管理を市民は見守っておるところであり

ますので、さらには、置賜広域病院組合につい

ても、ちょうど私どもが議員として、まだ日浅

いわけでありますが、長期にわたっての計画、

改革プラン等が示されながら、今年度からいわ

ゆる会計基準が変わりながら、改革を実行して

いるというふうなさなかでありますが、先日、

ご承知のとおり、山形新聞にも、山形県でも地

域医療の構想素案が新聞紙上で発表され、人口

減少、高齢化の進展に伴っての県内の病床機能

のあり方、そして在宅医療体制整備の課題につ

いて、おおむね10年後をめどにして構想を出す

というふうな素案が提示されたようであります。

まだ私どもにはこまい部分の説明がございませ

んが、特に私たちが注目しておるところは、置

賜地域の医療体制、置賜病院、サテライトとし

ての当長井市にある長井病院の体制整備につい

て、どうこの素案に盛り込まれておるのか、ま

た、県からは事前に新聞発表前を含めて説明が

あったのかどうか、これ厚生参事に確認をした

いと思いますが、よろしくお願いします。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 お答えいたしたいと思いま

す。 

 ただいま委員が申されたように、国のほうで

は、今後、団塊の世代が75歳以上になるという

ことで、いわゆる2025年問題ということに対応

するために、平成26年に医療介護総合確保推進

法というのを成立させまして、各都道府県にお

いて医療の需要、さらに必要な病床を示すとい

うことで、地域医療構想を策定するということ

になりました。これは以前にも話がありました

ことでありますが、この６月17日に県議会の厚

生環境常任委員会のほうで説明があって、翌日、

山形新聞のほうに掲載になったということであ

りまして、長井市長につきましても、６月10日

でありますが、県の部長級であります医療統括
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監から直接の説明、素案の説明がなされたとこ

ろであります。以上です。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 素案の内容については、

これからいろいろな協議の段階を経、そしてパ

ブリックコメント等をいただきながら構想をま

とめていくというふうなことになろうかという

ふうに思いますが、現段階で特に置賜関連、長

井病院等にかかわる素案の中での特筆すべき項

目等について、もしありましたらば、参事から

説明をいただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 地域医療構想につきまして

は、委員ご指摘のように、個々の病院について

の構想では決してありませんで、山形県の場合

は村山、最上、置賜、庄内と、４ブロックに分

けての地域の医療構想というふうにご理解いた

だきたいと思います。 

 特に置賜地域の部分についてでありますが、

基本的には、最初にやっぱり病床については現

在より過剰な部分があると、結局その機能別と

しましては、急性期という部分が過剰であって、

長井病院みたいな回復期については不足が見込

まれるというような話が出てました。 

 また、在宅医療についても今回の構想ではか

なり触れられておりまして、現在の１人当たり

の需要額につきましては、今後、今までより77

人増の1,992名ということで見込まれるという

数字の説明があったところであります。 

 具体的な内容ということになりますと、一つ

は、米沢、各地域それぞれにおいて、地域の老

朽化により建てかえ時期が迫っている病院が多

いということが触れられてます。その中には、

一般病床のほか、精神病床を有する病院もある

という認識がされてました。これはほぼ長井病

院についての認識がされているのかなというふ

うに思っております。 

 また、その施策としましては、やはり回復期

の病床に重点化といいますか、数を持ってくる、

不足部分を持ってくるという話もありますし、

在宅医療への転換というようなことも示されて

おりまして、設備の支援なども促していくとい

うようなこともありました。 

 また、精神科関係につきましても、一般医療

と精神医療の連携という話でありまして、今回、

長井病院がとっているようなスタイルも一つの

例として出されているなというふうに思ってま

す。 

 さらに、地域包括ケアシステムということで、

介護施設との相互連携をやっていきましょうと、

推進していきましょうということが示されてお

ります。 

 さらに、透析の患者等々についても相当いる

ということでございますので、地域で透析を受

けられる医療機関を確保していくという必要性

がうたわれておりました。 

 こういった点、医療統括監のほうからは丁寧

な説明がありまして、市長のほうからは、地域

医療の拠点である長井病院のサテライト機能の

確保について、要望も含めましてですが、回復

期の病床、一般病床50床の維持を初め、透析の

維持、精神病床の存続、さらに、地域で要望も

あります夜間の救急というような部分の実現と

いうような話も出させていただきました。 

 総体的な考え方で申しわけございませんが、

素案の内容と市長の意見というのは、ほぼ食い

違いはないというふうに感じたところでありま

す。以上であります。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 どうも説明ありがとう

ございました。 

 これは県の構想なので、地域ごとということ

を前提にですが、地元を考えれば、市民の医療、

健康を考えれば、公立置賜総合病院、そして長

井病院の今後のあり方が非常に心配されておる

わけで、今、県からの説明を市長なり参事も受
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けてのほぼ現状に近い状態ではいけるんでない

かというふうなことと、市長からは長井市とし

ての要望も伝えたというふうなことをお聞きし

ましたので、少し安心できたのかなというふう

に思います。 

 特に長井病院の整備については、厚生常任委

員会も先月の協議会で地域包括支援センターの

支所開設に伴っての現地踏査、視察、今月の協

議会でも長井病院の事務長からの経営的な説明

もあわせていろいろ課題等を勉強させていただ

いたわけですが、つまりハード面、ソフト面の

長井病院の今後の課題についてはまだまだ多く

あるなというふうなことと、ことし実施されま

す耐震診断が予定されているということであり

ますので、これを見据えて、庁内で委員会を設

置して、長井病院の庁内検討委員会が発足し、

検討されているということでありますので、委

員長である副市長から、今までの課題整理と、

今後どういう検討がスケジュールとして進めら

れるのかも含めて、説明をいただければなとい

うふうに思います。 

○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 長井病院整備庁内検討委員会、

これをこの２月に設置しております。ただいま

の委員、そして参事からの答弁と、内容は庁内

で検討するというようなところでございます。 

 １回目の委員会、庁内の検討委員会では、そ

の時点で想定していた県の地域医療構想策定の

動き、あるいは置賜広域病院組合における耐震

診断の実施状況、また医療機能のあり方検討委

員会の動き、経過、また事務方で進めてきた長

井病院の病床数等の検討状況を説明をいただい

て、認識を整えたというのが１回目の段階です。 

 ２回目が、４月の27日に長井病院で現場を見

ながらしたところでございます。この際には、

県の地域医療構想がだんだんまとまってきてい

る段階でございましたので、サテライト長井病

院としてこれから保持する、あるいは求められ

る機能をお互いに意見調整をいたしました。 

 また、耐震診断、老朽化の部分についても、

今年度の予定を事務局のほうから話を聞いたと

いうようなことでございます。 

 このたび補正予算のほうでは、市民懇談会の

設置、あるいはアンケートの実施というものを

この夏以降、予定をしております。 

 特にこの庁内検討委員会では、長井市の考え

る長井病院のあるべき姿ということをぜひ置賜

広域病院組合における議論に反映させたいと、

長井市の考えをしっかりと申し述べたいという

ようなことで、調査もするし、庁内での検討委

員会もするし、市民の皆さんのお話も聞くと、

そういったものをもって、置賜総合病院で開催

しております医療機能あり方検討委員会に意見

を申し上げたいというようなことで、今後も庁

内検討委員会を順次開催して申し上げていきた

いというふうに思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 時期を逃さずに、この

県の構想も素案として提案されましたので、置

賜、そして長井の今後のあり方について、庁内

検討委員会プラス、今回提案されておりますい

わゆる市民アンケート、調査を含めて進めて、

お願いをしたいなというふうに思います。 

 長井市公立置賜長井病院のあり方懇談会も今

回の予算等を含めて提案をされるということで

ありますし、アンケート調査についても実施を

するというふうなことで、今、副市長からもあ

ったわけですが、第五次総合計画でも市民アン

ケート、大分慎重に、広範囲に実施をされたと

いうことであります。医療について、長井病院

については、非常に市民の関心度が高いという

ふうなこともありますので、この件については

どういうふうに、あり方懇談会の中での捉え方、

アンケートをとった結果を踏まえての、今後の

市内の医療体制を考えていく上での参考にどう

いうふうに反映していくのか、厚生参事から伺
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いたいと思います。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 ただいまありましたように、

長井病院のあり方検討会ということで今回補正

予算を上げさせていただいて、ご議論いただい

ているところでございますが、この懇談会の前

提といいますか、あくまでも公立置賜長井病院

であります。置賜広域病院組合の中のサテライ

ト医療施設ということが我々構成団体としては

大きな規約の中でありますので、やっぱりサテ

ライト病院としての医療機能、さらに施設につ

いて、市民の方からご意見をいただくというス

タンスであります。回数については３回ほど年

度内に開催させていただきながらやっていきた

いとは思うんですが、やはりその反映の仕方に

ついては、ただいま副市長も申し上げましたよ

うに、途中途中で市民の意見があろうかと思い

ます。また、途中途中で置賜病院、総合病院そ

のもののあり方をどうしましょうかという会議

があろうかと思ってます。決して先ほど申し上

げました県の医療構想がそのまま置賜病院の考

え方に行くかどうかというのはまだ不確定なと

ころもありますので、副市長は市の立場として

話をしていただきたいと思いますし、市民の方

からの意見というのも一つの背中を押すといい

ますか、バックボーンとして話しさせていただ

いて、反映させていただきたいなというふうに

思っているところです。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ちょっと確認ですが、

アンケートの内容については、あり方懇談会、

庁内検討委員会、両方でアンケート内容につい

ての、どういうアンケートをとるかという項目

についても検討なされるのか、例えば担当課で

検討をし、庁内の検討委員会でよしとしてアン

ケートを実施するのか、ちょっとそこら辺、確

認させていただきたいんですが、これは厚生参

事か。じゃあお願いします。 

○蒲生光男委員長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 失礼いたしました。今回の

考え方でありますが、最初にアンケートの趣旨

説明ということで、第１回目は意見を頂戴した

いなと。アンケート終了後に予定してます場合

には、調査結果の説明ということで、ご意見を

いただく場面もあろうかと思います。アンケー

トの結果なり懇談会の協議を踏まえて、今後の

あり方の素案をお示しして、意見を頂戴したい

ということでございますので、その場面場面で

のアンケートの中身もまだ若干はっきりしてな

いところがあるんですけども、サテライト医療

という部分についての市民の方からの意見はい

ただくというスタンスでいきたいと思ってます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 それでは、まだアンケ

ートの中身についてどうだのこうだのというふ

うなことではないわけですが、私、イメージす

るいろんなアンケート調査の規模とか内容等を

考えると、例えばイメージとして、長井病院、

今後どうしたらいいべというふうな市民の目線

からいうと、建物古くなったよねとか、病床数

が50だけどもどうですかとかという、いろんな、

さまざまな角度からの問いがあるかと想像され

るんだけども、特にハード面での整備も含めて

庁内検討委員会は検討されていると思います。

ハード面での整備の市民の要望というのは非常

に難しい部分あるのでねえかなというふうに思

うんです。当然耐震なり老朽化なりを考えれば、

新しくしてけろというふうな、安全・安心の医

療というふうなことでの要望というのは、これ

は当然出てくるわけですが、その辺についての

いわゆるハード面でどういうふうな意見の聞き

方をするのかというのが私は非常に気になって

いるわけですが、その辺については、副市長、

どういうふうなアンケート、建屋の部分の内容

についてはどういうふうに考えておられるのか、

お聞きしたいと思います。 
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○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 まず、アンケートの主体で、

まずは最初にアンケートの対象となる方に、長

井病院はサテライト病院であるとかいうような

ことをしっかりとご説明したいと、簡潔に、そ

して既に46年たっていると、現在はこのように

機能していると、なお、耐震の心配もあると、

そうした場合に、今ある機能を保持して、そし

て守らなければならないという部分についての

ハード整備は必要であるというようなことを前

提に、整理された形でのやっぱり問いかけが必

要かと思います。市民の皆さん、全体のことは

思ってはいらっしゃらないと思いますし、私の

ほうも思っておりません。 

 聞き方、問い方については、今回の補正予算

の中で委託料として50万円ほど見込まさせてい

ただいております。ここのところはしっかりと

した専門機関、調査機関、コンサルタントを入

れながら、ハード、そして当然ハードの持つ機

能が市民の皆さんのお望みと合致するようなこ

とをまとめ上げるアンケートの質問内容を想定

していきたいというふうに思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 非常に市民にとって注

目というか、興味の深い長井病院の今後のあり

方の課題というかテーマでありますので、慎重

に進めていただくことをお願いを申し上げます。 

 大きな２つ目の質問で、公共施設等整備事業

について質問をします。 

 先ほど来も質問内容にありましたが、ことし

から新設された公共施設整備課、かねてから提

唱した予算想定づけの整備計画、公共施設マネ

ジメント方式によるできれば公共施設の白書等

の作成を目指してほしいなというふうに私は思

ってきたわけでありますけれども、なかなかス

タッフなり、予算づけの計画が非常に難しいと

いうふうなこともあります。全ての公共施設の

整備にかかわって、予算の措置を伴う部署とし

て今回新設された公共施設整備課に公共施設に

伴う予算づけが今後行われるのかどうか。つま

りかつては例えばいろんな公共施設のハード面

についてはまち・住まい整備課等での予算づけ

というふうなスタートラインがあったわけで、

その辺の考え方について、総務参事に確認をし

たいと思います。 

○蒲生光男委員長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 初めに、公共施設整備課の

果たす役割について触れさせていただきますと、

公共施設整備課の分掌事務、大きく３つほどご

ざいまして、１つは、公共施設等整備計画の策

定と進行管理、あと２つ目が、市が行う公共工

事にかかわる指導、助言、それから３つ目が、

大規模施設の整備にかかわることということで、

課設置条例に規定してございます。 

 現在、長井市公共施設等整備計画を策定中で

ございますが、計画の策定と、それに基づく市

全体の施設整備の進行管理、それから優先順位

の調整などを担当するというのが公共施設整備

課の役割の一つかなと考えております。 

 それから、市庁舎など、これから実施に向け

て進めていく予定の大規模施設整備について、

まずは基本構想の策定等を中心的に担う部署と

考えております。 

 したがいまして、委員お尋ねの公共施設の整

備に係る予算措置につきましては、基本的には

それぞれの施設を管理する部署で予算措置を行

い、執行等も行うものと考えているところでご

ざいます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 それでは、今回の設計

調査委託料については、計画を策定する段階で

の公共施設整備課の計画の策定のための予算化

ということで整理をさせてもらってよろしいの

かどうか、確認をします。総務参事。 

○蒲生光男委員長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 計画を策定するためという
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よりも、今回の予算措置は、緊急に対応する必

要がある、一部、庁舎そのものではございませ

んが、臨時的な庁舎にかかわる部分もあるとい

うことで、時間的制限もございますので、いろ

んなスタッフもそろっている公共施設整備課に

かかわる予算科目に計上させていただいたとこ

ろでございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 今回は緊急性というふ

うなことも鑑みというふうなことでありますの

で、今後、さまざまに想定される大規模公共施

設の整備については担当課からスタートしてい

くというふうな説明をいただきましたので、そ

こについては理解をしました。 

 ３月の全員協議会終了後に公共施設の整備の

検討状況についての資料等もいただいたわけで

すが、その後、いろいろな状況が変わって、タ

ウンセンター等も含めての大型公共施設の整備

については、計画は策定中であるが、一歩足を

踏み出さんなね部分が出てきたということであ

ります。 

 その後、計画策定、つまり庁内の検討委員会

がどのような進捗を見ながら本日まで検討委員

会の中で議論されたのか、特にタウンセンター

の利活用についてはどういうふうに触れられて

きたのか、確認をしたいと思います。これは副

市長からお願いします。 

○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 庁内の公共施設整備検討委員

会については、今、委員お話しになった３月24

日の状況以降、変化した内容等がございます。

今まで２回、５月、６月と開催いたしましたが、

当然タウンセンターの状況についてもその都度

の情報を委員の中で共有をしたところでござい

ますが、先ほどの五十嵐委員のお話にもあった

とおり、確定したものがございませんでした。

ただ、市民の皆さんのご希望やご要望、あるい

は商店街、本町・中央まちづくり協議会からの

要望書等々があるということをそれぞれの委員

にお話しして、まず、あそこのタウンセンター

２階については、１階の生鮮スーパーが入るこ

とを前提として準備をすべきというようなこと

で、共通認識をして話をしているところでござ

います。 

 なお、３月の全協でもお示しした資料にもあ

ったとおり、これが前期５年で整備する施設と

して、市庁舎、長井小学校、あるいは市民文化

会館等々がありますので、また複合施設への、

事業への取り組み始めということもありますの

で、これについてのスケジュールを28年度どの

ように進めたらいいかというようなところを協

議して、おおむね理解をしたところでございま

す。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 あわせてちょっと確認

したいんですが、さっき１番目の項目で、長井

病院の課題の中でのいわゆる病院施設の整備も

喫緊の課題だなというふうに考えておりますが、

かつての公共施設の整備の報告書等も含めて、

今回、長井病院については説明として載ってな

いと。これは財産として置賜病院組合の財産で

ありますので、長井市の施設という捉え方じゃ

ないというふうなことなのかもしれませんが、

やっぱり市民の目線からいうと、長井病院も公

共施設として見ると非常に注目の高い施設だな

というふうに思うわけですが、その辺は検討委

員会の中では捉え方としてどういうふうな病院

の捉え方をしておられるのか、ちょっと確認を

させていただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 今、委員お話しのとおり、長

井病院は公立置賜総合病院のサテライト機能で

あって、長井市の財産ではないというようなこ

とでございますが、実質的には財務的な部分で

長井市が負担していく公共の医療施設でござい

ますので、先ほど申し上げた長井病院の庁内検
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討委員会でも、それぞれ今後の病院の現在残っ

ている債務の状況を把握、そして確認しました

し、今回の長井市の庁内の公共施設の検討委員

会においては、直接の議題にはしておりません

が、皆、委員それぞれ長井病院のこれからの将

来のとくに財務の部分での条件、公共施設を整

備する一つの条件として確認をしているところ

でございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 長井病院の整備も含め

て、これは長井市の大きな課題だなというふう

に思いますし、今、副市長からあったように、

予定としては、五十嵐委員の質問の中でも市長

が市役所云々についての５年間の計画の中で進

めたいというふうなことがありましたので、私

も今回、タウンセンターにかかわるさまざまな

動きについても、そうしたスケジュールの中で

あくまでも考える必要があるんだべなというふ

うに思います。 

 今後のタウンセンターにかかわる報告書を担

当の部署から、商工観光課からいただいた分、

整理をしていただいた部分で、施設改修につい

ては、あくまでも今回は設計調査委託料という

形でありますので、１階に商業施設が入居する

ことを前提にして市が２階を調査するというふ

うなことであります。これについて少し質問し

たいと思いますが、先ほど市長からも、きょう

時点でも商業施設等の動きはないというふうな

ことが報告ありました。担当課からは、こうし

た予算づけについて、６月議会での提案の理由

については、アナウンス効果があるというふう

なことを大きく捉えておられるようであります

けども、市が予算づけをするかしないかで商業

施設入居の大きな要因になるのかならないのか

については、再度これ、公共施設整備課長から

説明を改めていただきたいわけですが、よろし

いですか。 

○蒲生光男委員長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 このたびの補正に

つきましては、今、委員からありましたように、

１階に商業施設が入居することを前提として、

２階に市の施設が入るというようなことで、早

急に対応しなければならないような状況が想定

されることから計上させていただいたものであ

りますが、長井市で入居を想定して予算を計上

して準備をしていると、何らかの支援をしてい

いるということをお知らせすることで、進出を

予定している民間事業者に対しまして、前向き

に考えていただくとか、あるいは入居を決断し

ていただくような効果があるということで考え

ているところであります。以上です。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 じゃあ今回の予算計上

の336万2,000円についての中身でありますけれ

ども、まず、委託料は、庁内で算定してこの金

額、いわゆる委託料を計上したのか、業者さん

からの見積もりをいただきながらの金額計上な

のか、そこを担当課長から説明をいただきたい

と思います。 

○蒲生光男委員長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 委託料の積算根拠

でございますが、基本的には国土交通省から出

されております官庁施設の設計業務等積算基準

をまず参考にさせていただいております。その

中に改修の場合というのがございますので、そ

れをもとにまず一つ積算したところと、あと、

参考のために見積もりは徴しております。以上

です。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 それでは、今説明あり

ました２つの根拠の中でということであります

けれども、当然２階部分だけというふうに平米

数なり広さなり規模なりというふうになります

し、また、説明の中では電気工事なり、衛生、

トイレ等を含めてのさまざまな調査をするとい

うことになります。委託の内容について、例え
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ば３階部分の駐車場の利用なり、例えば道路西

側の駐車場の利用なりは全く入らなくて、２階

の改装部分の調査をしてもらうというふうな限

定での委託料ということになりますか。 

○蒲生光男委員長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 あくまでも２階部

分だけでございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。 

 市長に確認をさせていただきたいのは、先ほ

ど五十嵐委員への回答で、さまざままだ見えな

い部分あると、入居をする内容についても、主

に第二庁舎部分の行政機能、あとプラスアルフ

ァだと、例えば中央地区公民館なりなんなりと

いうふうなことがあるというふうなことであり

ますけれども、この今回の調査委託について、

まだ入居が未定な部分がある中での委託という

のは可能なのか。担当課長でよかったのかな。

いいですか、市長で。じゃあ市長からお願いし

ます。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ３月の定例会のときに五十嵐委

員からのご質問でもお答えしましたけれども、

結局、どこどこが入居するということを今明確

に申し上げてないんですが、少なくとも第二庁

舎の部分は入居したいと。これは、公共施設整

備課のほうに確認しましたところ、事務所的な

ところについては用途変更の中で、いわゆる確

認申請をもう一度、再申請するというような手

続を踏まなきゃいけないんですけども、比較的

時間がかからないと。ただし、例えば子育て支

援センターのような幼児を常時的に預かるよう

な、そういう施設を入れる場合は相当な協議期

間とさまざまな制約が出てくると。しかし、そ

れらを協議する際に、口頭ではだめなんですね。

具体的に県のほうと協議しながら確認申請をと

っていかなきゃいけないということから、図面

等々を引いて協議しなきゃいけないと。したが

って、それらの予算が必要となると、それがな

いと協議すらできないということでございまし

て、今回、補正予算を皆様にご可決いただきた

く、お願いしたところでございます。 

 したがいまして、実際に具体的などういった

団体、あるいは我々の課もどこまで入るかとい

うことについては、予算を可決いただいた後、

協議して初めて固めていけるというふうに考え

ております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。 

 その入居する部署、あと団体等が未定の中で、

さっき課長から説明あった、根拠は２つほどあ

ったようですが、積算根拠、そこの部分どうい

う、このこまい金額まで出てくるのか。見積も

りをとられたということでありますから、業者

さんがこの面積の設計委託はこのぐらいでとい

うふうなことなのかもしれませんが、入居未定

の中での設計というのは可能なのかどうか、も

う１回ちょっと課長からその辺の具体的な部分、

説明をいただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 積算に当たりまし

ては、その建物がどのぐらいの面積あるか、あ

と推定の工事費がどのぐらいなのか、その辺で

判断して積算することができますので、こうい

う数字が出てきたところです。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 だとすると、この間、

全員協議会かな、産業・建設常任委員会協議会

の資料の説明のときに、工事費として１億円程

度はかかるんじゃないかというふうなことも担

当課から補足あったように私は記憶しているわ

けですが、それで、さっき市長は、例えばきち

んと長期間利用するには二、三億円かかるんで

ねえかというふうなことも言われたわけですが、

恐らくこれ想定すると、例えば何年使うかで改

装にかかわる予算というのはかなり変わってく
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んだべなというふうに思います。あとは維持経

費の問題等々もあるわけですが、前段で想定さ

れた改装費１億円程度というふうなことについ

ては、例えば何年程度市が２階部分を利用する

想定の改修費を想定しているのか、課長からお

聞きをしたい思います。 

○蒲生光男委員長 桐生芳弘公共施設整備課長。 

○桐生芳弘公共施設整備課長 積算上の工事費の

予定額でございますが、平米単価をある程度想

定しまして、それに面積を掛けて計算したもの

でございまして、何年使用するとか、そういう

ことではなくて、あくまでも事務所として使う

に当たってはこのぐらいかかるだろうというふ

うな想定でございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。 

 先ほども市長から答弁あった、いわゆる公共

施設をどういうふうに整備していくかという中

で、５年をめどに本庁舎も整備をできればとい

うふうな計画を今持っているんだというふうな

ことでありますので、例えばタウンセンターを

改装し、入居したという前提での話になるわけ

ですが、５年後をめどに本庁舎を見直すという

ふうなことになれば、タウンセンターの利用に

ついては、契約期間は恐らく、契約をしながら

ということでありますので、例えば複合施設は

別にして、子育てのためのスペース、いろいろ

なスペースを考えても、今ある第二庁舎の部分

の市役所機能については、５年くらいがめどと

して考えられるのか、例えば10年、20年想定す

れば、市役所本庁舎そのものの規模なり、いわ

ゆる設計等も変わってくると思うんですが、そ

の辺の兼ね合いについては市長はどういうふう

にお考えになりますか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 五十嵐委員のご質問の中でもお

答えいたしましたが、役所としては、３年から

５年ぐらいがめどだろうというふうに思ってま

す。それで、今回１億円ぐらいかかるというよ

うな事務方での積算なんですけども、工事は私

どもでするかどうかはまだわからないわけです

ね。話し合いです。賃料としてそれを、工事費

の部分を振り替えるのか、あるいは我々が直接

払うのかと、いろんな方法があるかと思います

が、それで、今話しておりますのは、結局５年

後、じゃあ２階またあくじゃないかと、そのと

きどうするんだというのは当然あるわけでして、

そこで申し上げておりますのは、五十嵐委員の

ご質問にお答えしましたように、中央地区公民

館がまずお願いできればなと、あとは、社会福

祉協議会、老福センターの部分ですね。あそこ

も駐車場がなくて、場所も狭いし、和室しかな

いし、調理場も狭いし、ちょっと大変だと、以

前から老人クラブさん初めいろんな団体からも

う少しきちっとした場所が欲しいと言われてお

りましたので、私は協議してないので何とも言

えないんですが、そういったところが入ってい

ただければと。私どもの後ですよ。それから、

考えられるのは、以前も申し上げましたように

ギャラリー的な使い方ということで、あるいは

ＮＰＯとかお年寄りの方のサロン的な使い方と

か、いろんな使い方ができるんじゃないかと。 

 したがいまして、あの建物自体、何年使うか

というのは、これはオーナーさんの、タウンセ

ンターさんの考えなんでしょうけども、私ども

としては、一旦かかわった以上、整備投資して

いただくわけですから、それを無駄のないよう

に、今困っているさまざまな課題を解決する意

味でも、やはり５年ぐらいしか役所は使いませ

んけども、それ以降もある程度使わせていただ

くような形で考えなきゃいけないというふうに

思っております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 もう１点、さっきとち

ょっとダブった質問になるかと思いますが、道

路を挟んでいる西側の駐車場についても、恐ら
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く商業施設が入居、あと長井市が２階を利用す

る場合も、駐車場の問題については市長はどう

いうふうに今考えておられるのか、お聞きした

い。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 駐車場につきましては、あくま

でもオーナー側であるタウンセンターさん、あ

るいは信和商事が底地を持っておられますので、

そちらで取得して、私どもとしては、何ていう

んですか、案分でしょうね。やっぱり何台分を

私どもで借りると、３階と屋上の駐車場もあり

ますけれども、そこは話し合いで、賃料として

借りるという形になるんじゃないかと思います。 

 なお、職員の駐車場については、例えば市の

職員が入ったとしたら、ちょっと離れたところ

に不便でも借りてもらおうというふうに思って

いるところです。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 さまざままだ未確定と

いうか、交渉をしてない中での話なので、私、

何を聞いてもなかなか明快な部分がないという

のが今回の336万2,000円の、想定のもとでの予

算化なので、非常に難しいなとは思いますけれ

ども、市民の福祉なり、利便性なり、本町通り

のにぎわいなりを考えれば、これは前向きに検

討進んでいがんなね部分もあんべなというふう

に思います。さっきから市長からもあったよう

に、５年をめどに本庁舎も検討するとすれば、

これは庁内の公共施設の検討委員会の中でやっ

ぱり改めて５年後の姿、あと複合施設もどうい

う時期にどういう場所にというふうなことも、

これはダブって大規模な投資を必要とする事業

がめじろ押しになるわけですので、ぜひ早急な

検討が必要だと思います。早急にお願いをした

いということと、あと、ちょっと振り返ってみ

ますと、長井小学校の体育館を改築するときに、

当然老朽化をしたからということで改築はして

きたわけですが、床を上げたというふうな理由

の一つに、耐震もなんだけど、防災、いわゆる

集中豪雨なりになって、水が出たときの対策で、

市民の方々の避難場所として床を上げたほうが

いいんでねえかというふうな判断もされたと記

憶しておりますが、市役所、今現在の本庁舎は、

耐震は完了したとはいえども、ちょうど隣の小

学校の体育館が水の心配があるというふうなこ

とを考えれば、本当にこの場所で、１階から市

役所の機能が十分に保たれるのかというふうな

心配もあるなというふうに九州の地震やいろん

な各地の水害等を見ますと不安があります。 

 今回のタウンセンターの利用、入居の前提で

ありますが、市役所の建設については、水害の

心配も含めて、現在地でいいのか悪いのかも含

めての再検討が必要なんじゃないかなというふ

うに思いますが、その辺については、副市長、

これから進め方として、今まで水害等の想定も

含めての検討をなされた経過があったのかどう

か、確認をしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 今、委員のご心配なさる、特

に洪水ハザードマップ浸水区域に庁舎が影響さ

れないような位置にというようなことで、６月

の公共施設整備庁内検討委員会では、いろいろ

エリアを想定して、あるいは新庁舎をここを生

かしながら建てるか、あるいはまるっきり別の

ところに、災害の影響がないところに持ってい

くかなどなどは、幾つかのパターンを、エリア

を分け、パターンを分け、洪水ハザードマップ

の浸水、水が来るまでのラインを描きながら検

討をし始めているところです。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 今までは水害等の想定

は全く検討委員会のテーマにはなかったという

ことで、やっと始めたということですか。ちょ

っともう１回確認します。 

○蒲生光男委員長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 当然今までも既存のハザード
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マップがありまして、そこの東裏線までは50セ

ンチの冠水があるということがあって、その50

センチの冠水については、建物として対応でき

る。例えば床を上げる。スロープを設ける。そ

れもありますが、加えて、ハザードマップは国

土交通省で更新時期でありまして、関東の地方

整備局では大きく予想する浸水地域が上がりま

した。東北の地方整備局でもこれからそれが発

表になると思いますので、それも含めて今後検

討しなきゃならないということで、それぞれ十

分認識した上で、継続して検討しております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 特にこれから計画策定

を早期に進めねえと、５年間の中でどれぐらい、

優先順位をつけながら準備をしていくというふ

うなことは、まだ先延ばしになるんだべなとい

うふうに思いますので、ぜひ検討を早めていた

だきたいなというふうに思うことと、今回の質

問の趣旨でありますタウンセンターの利活用に

ついては、今、市長からもあったように、５年

をめどにということでありますので、さらにほ

かの中央地区公民館等々の利用の継続も含めて、

長井市の大きな課題だなというふうに思います

ので、ぜひ進捗があれば速やかに議会にも報告

をいただいて、また、調査の結果等も含めて報

告いただければと思いますが、市長から最後に

その辺のところの答弁をいただきたいと思いま

す。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 委員おっしゃるように、庁舎と

いうのは非常に重要だと思ってますので、早急

に検討しながら、その都度、適時報告をしてま

いりたいと思います。 

 なお、複合施設につきましては、７月に子育

て推進課を中心に、どういう施設、どういう機

能が必要かということで、協議会をスタートす

る予定でございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ２分前過ぎていたわけ

ですが、大変ぶじょほなっし。 

 市民の生活、あと買い物で非常に困っている

方も含めて、いろんな課題があるタウンセンタ

ーの利活用については、市長を先頭にぜひ前向

きに検討いただきたいなというふうに思います

し、今回の委託料についても利用しやすい形で

の計画が提示されますようにお願いを申し上げ

まして、質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

○蒲生光男委員長 以上で通告による総括質疑は

終わりました。 

 これから各会計補正予算案の細部審査に入り

ます。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 

 

 

 議案第４４号 平成２８年度長井市 

 一般会計補正予算第３号についての 
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○蒲生光男委員長 まず、議案第44号 平成28年

度長井市一般会計補正予算第３号の１件につい

て質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 市長に伺います。10ペ

ージで、ただいま総括にもありましたように、

施設改修設計委託料336万2,000円、これまで委

員の質問等々をお聞きしております。このタウ

ンセンターは、公共施設なんですか。民間の施

設なんですか。そして仮契約、借りるに当たっ

て契約をしているんですか。私は、先ほど来、

総務参事も言ったように、所掌事務の中では、

公共施設であればこれは無条件に予算措置をし

ながらこういった進めでいくよというふうにあ

ると思うんですけども、これは民間の持ち物で


